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日
本
を
代
表
す
る
高
級
住
宅
街
と
言
え
ば
、
多
く
の
方
が
田
園
調

布
を
思
い
浮
か
べ
る
事
で
し
ょ
う
。
復
刻
さ
れ
た
田
園
調
布
の
駅
舎

を
背
に
放
射
状
に
伸
び
る
広
い
道
を
眺
め
る
と
、
そ
れ
ら
の
道
に
は

大
き
く
育
っ
た
銀
杏
が
天
に
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
の
エ
リ
ア
は
田
園

調
布
三
丁
目
。
田
園
調
布
の
中
の
田
園
調
布
と
も
言
え
る
高
級
住
宅

地
。
ゆ
っ
た
り
し
た
佇
ま
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
田
園
調
布

の
分
譲
地
が
当
初
目
指
し
た
の
は
、「
高
級
住
宅
地
」
で
は
な
く
、「
自

然
と
親
し
め
る
郊
外
型
住
宅
」
で
し
た
。 

 

田
園
調
布
の
生
み
の
親
と
も
言
う
べ
き
渋
沢
栄
一
が
、
理
想
の
ガ

ー
デ
ン
シ
テ
ィ
造
り
を
目
指
し
、
宅
地
開
発
を
目
的
と
し
た
「
田
園

都
市
株
式
会
社
」
を
設
立
し
た
の
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）、
今

か
ら
丁
度
一
〇
〇
年
前
で
す
。
人
口
過
密
と
な
っ
た
都
心
部
か
ら
離

れ
、『
田
園
美
と
都
市
の
便
を
兼
ね
備
え
た
る
、
清
新
な
る
感
じ
の

溢
れ
て
い
る
新
市
街
』
作
り
を
理
念
と
し
ま
し
た
。
実
際
は
洗
足
地

区
、
大
岡
山
地
区
、
多
摩
川
台
地
区
と
三
つ
の
広
い
エ
リ
ア
の
開
発

を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
総
面
積
は
お
お
よ
そ
四
七
万
坪
（
一
五
五
万

㎡
）。 

 

ま
ず
分
譲
開
始
さ
れ
た
の
は
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
洗
足
地

区
で
し
た
。
多
摩
川
台
地
区
（
田
園
調
布
）
の
分
譲
が
始
ま
っ
た
の

は
、
翌
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
で
す
。
一
〇
〇
坪
か
ら
三
〇
〇

坪
ほ
ど
に
区
分
け
さ
れ
た
宅
地
が
ま
た
た
く
間
に
売
れ
て
い
き
ま

す
。
当
初
は
社
の
部
長
や
課
長
ク
ラ
ス
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
ま

し
た
か
ら
、
け
し
て
高
級
住
宅
街
を
目
指
し
て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
分
譲
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
六
つ
の
要
望
が
記
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

  

１
：
他
の
迷
惑
と
な
る
ご
と
き
建
物
を
建
造
せ
ざ
る
こ
と
。 

 

２
：
障
壁
は
こ
れ
を
設
く
る
場
合
に
も
瀟
洒
典
雅
の
も
の
た
ら
し
む
る
こ
と
。 

 

３
：
建
物
は
三
階
建
て
以
下
と
す
る
こ
と
。 

 

４
：
建
物
敷
地
は
宅
地
の
五
割
以
下
と
す
る
こ
と 

 

５
：
建
築
線
と
道
路
と
の
間
隔
は
道
路
幅
員
の
二
分
の
一
以
上
に
す
る
こ
と
。 

 

６
：
住
宅
の
工
費
は
坪
あ
た
り
百
二
、
三
十
円
以
上
と
す
る
こ
と
。 

  

こ
れ
ら
の
条
件
が
守
ら
れ
て
育
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
田
園
調
布

が
今
も
魅
力
的
な
街
並
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。 

 

で
も
、
な
ぜ
郊
外
の
新
興
住
宅
地
に
多
く
の
人
が
移
り
住
ん
で
き

た
の
で
し
ょ
う
。
大
き
要
因
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
姉
妹
会

社
の
目
黒
蒲
田
電
鉄
に
よ
り
、
目
黒
と
蒲
田
へ
の
足
の
便
が
確
保
さ

れ
て
お
り
、
通
勤
圏
で
あ
る
事
。
目
黒
＝
丸
子
（
現
沼
部
）
間
の
開

通
が
大
正
一
二
年
三
月
、
同
一
一
月
に
は
蒲
田
ま
で
全
線
開
通
し
て

い
ま
す
。
東
京
横
浜
電
鉄
も
大
正
一
五
年(

一
九
二
六)

に
は
丸
子
多

摩
川
（
現
多
摩
川
）
か
ら
神
奈
川
ま
で
開
通
、
昭
和
二
年(

一
九
二

七)
に
は
渋
谷
ま
で
開
通
と
、
ま
す
ま
す
便
利
に
な
り
ま
し
た
。 

 

二
つ
目
の
も
っ
と
大
き
な
要
因
は
、
大
正
一
二
年 (

一
九
二
三)

理
想
を
掲
げ
た
街
、
田
園
調
布 三

橋 

昭  

 
田園調布駅舎２階からの眺め 
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九
月
の
関
東
大
震
災
で
す
。
震
災
後
、
人
々
の
目
は
、
被
害
の
少
な

か
っ
た
城
南
エ
リ
ア
に
向
き
ま
す
。
そ
し
て
、
借
地
で
は
な
く
月
賦
、

半
年
賦
払
い
な
ど
で
購
入
で
き
る
手
軽
さ
も
手
伝
っ
て
、
順
調
に
分

譲
さ
れ
て
行
き
ま
し
た
。 

 

初
期
の
頃
移
り
住
ん
だ
住
民
に
と
っ
て
問
題
だ
っ
た
の
は
、
渋
沢

栄
一
の
理
想
に
現
実
が
追
い
つ
か
ず
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
満
足
に
な

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
で
す
。
と
言
う
こ
と
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
は
、

自
分
た
ち
で
ま
ち
作
り
を
始
め
よ
う
と
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）

五
月
に
「
田
園
調
布
会
」
が
発
足
、
ま
ず
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
夜

警
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
だ
街
路
灯
は
な
く
、
夜
は
真
っ
暗
で
、
泥

棒
が
出
没
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
一
八
％
と
い
う
道
路
率
に
よ
る
町

並
み
は
今
見
て
も
見
事
と
言
え
る
街
路
で
す
が
、
当
初
は
小
学
校
も

な
い
、
医
院
も
な
い
、
郵
便
局
も
電
話
も
な
い
。
ガ
ス
の
敷
設
が
決

ま
っ
た
の
は
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）、
駐
在
所
の
開
設
に
至
っ
て

は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
で
す
。 

 

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
は
、
町
会
と
し
て
は
全
国
で
も
珍
し

い
「
社
団
法
人
田
園
調
布
会
」
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
田
園
調
布

会
へ
の
宝
來
公
園
の
移
管
や
、
田
園
都
市
株
式
会
社
か
ら
の
寄
付
の

受
け
皿
と
し
て
法
人
格
が
必
要
に
な
っ
た
か
ら
と
い
う
側
面
が
あ

り
ま
す
。 

 

戦
中
戦
後
の
辛
い
時
期
を
経
て
、
街
に
は
変
化
が
訪
れ
ま
す
。
住

民
の
世
代
交
代
期
に
差
し
掛
か
り
、
相
続
で
土
地
が
細
分
化
さ
れ
て

い
く
事
と
、
バ
ブ
ル
に
よ
る
地
価
の
高
騰
で
し
た
。
田
園
調
布
会
の

皆
様
は
、
田
園
調
布
の
街
が
荒
れ
な
い
よ
う
、
昭
和
五
六
年
（
一
九

八
一
）、
田
園
調
布
憲
章
を
制
定
し
ま
し
た
。
少
し
憲
章
を
引
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

「
わ
た
く
し
た
ち
の
街
田
園
調
布
は
、大
正
時
代
後
半
に
澁
澤
榮
一
翁
の
提

唱
で
、当
時
よ
う
や
く
欧
米
に
現
れ
始
め
た
〝
住
宅
と
庭
園
の
街
作
り
〟
田

園
都
市
構
想
を
取
り
入
れ
、多
摩
川
の
東
側
に
あ
た
る
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地

帯
に
、
新
し
く
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

以
来
、私
達
の
先
輩
は
、こ
の
建
設
の
精
神
と
理
想
に
則
り
、自
主
的
に
、

平
和
で
公
園
的
な
街
作
り
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。(

後
略)

」 

  

か
つ
て
田
園
都
市
株
式
会
社
が
、
分
譲
地
の
購
入
者
に
お
願
い
し

た
六
ヶ
条
の
精
神
を
受
け
継
い
だ
七
ヶ
条
が
盛
り
込
ま
れ
、
七
ヶ
条

は
「
隣
人
や
街
の
人
び
と
と
の
交
わ
り
を
大
切
に
し
、
田
園
都
市
に

ふ
さ
わ
し
い
内
容
豊
か
な
文
化
活
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。」
と
締
め

く
く
ら
れ
て
い
ま
す 

 

そ
し
て
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
は
細
か
な
建
築
協
定
「
田

園
調
布
地
区
地
区
計
画
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。（
三
丁
目
を
中
心

と
し
た
田
園
調
布
会
の
エ
リ
ア
に
限
定
さ
れ
ま
す
。）
恐
ら
く
全
国

に
類
の
な
い
厳
し
い
条
件
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
敷

地
面
積
は
一
六
五
㎡ (

五
〇
坪)

以
下
へ
の
分
割
は
で
き
ま
せ
ん
。

九
〇
坪
の
土
地
に
二
人
の
相
続
人
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
五
〇
坪
と

四
〇
坪
の
よ
う
に
は
で
き
な
い
の
で
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
街
並
み

が
魅
力
で
す
か
ら
、
厳
し
い
条
件
も
や
む
を
得
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
田
園
都
市
株
式
会
社
が
出
来
て
か
ら
一
〇
〇
年
、
こ
れ

か
ら
更
な
る
一
〇
〇
年
を
見
据
え
た
街
作
り
を
期
待
し
ま
す
。 


